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Ｘ
社
の
係
長
T
さ
ん
は
、
春
の
人
事
異
動

で
こ
れ
ま
で
と
類
似
の
職
務
だ
が
、
よ
り
複

雑
で
量
的
に
も
増
大
す
る
職
務
に
配
置
換
え

に
な
っ
た
。
T
さ
ん
は
そ
の
異
動
に
不
服
で

現
職
務
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
希
望
し
た
が
、

小
↓
中
↓
大
規
模
職
場
へ
の
異
動
は
典
型
的

な
人
事
異
動
ル
ー
ル
な
の
で
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
異
動
先
で
は
職
務
負
荷
の
軽
減
な
ど

が
工
夫
さ
れ
た
が
、
T
さ
ん
は
程
な
く
自
主

退
職
し
、
そ
の
後
精
神
的
病
気
を
患
っ
た
と

い
う
。

　

上
場
企
業
２
１
８
社
を
対
象
に
し
た
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
調
査
（
社
会
経
済
生
産
性
本

部
、
２
０
０
８
）
で
は
、
精
神
的
病
気
の
増

減
傾
向
に
つ
い
て
、「
増
加
傾
向
」
と
回
答

す
る
企
業
の
割
合
が
、
０２
年
調
査
４８
・
９
％

に
比
べ
０６
年
６１
・
５
％
へ
と
増
え
て
い
る
。

精
神
的
病
気
が
多
い
年
齢
層
は
両
調
査
時
と

も
３０
歳
代
が
最
も
高
く
、
そ
の
割
合
は

４１
・
８
％
↓
６１
・
０
に
上
昇
し
て
い
る
。
３０

歳
代
の
特
質
は
自
殺
者
の
増
加
率
に
も
認
め

ら
れ
る
。
１
９
８
８
年
以
来
、
わ
が
国
の
自

殺
者
総
数
は
１２
年
間
３
万
人
台
を
推
移
し
て

い
る
（
警
察
庁
、
２
０
０
９
）。
年
齢
別
に

見
て
１
９
９
８
年
に
比
べ
０８
年
は
他
の
年
齢

層
は
す
べ
て
減
少
し
て
い
る
が
、
３０
歳
代
の

み
は
３４
・
２
％
増
と
著
し
い
増
加
を
示
し
て

職
業
ス
ト
レ
ス
と

　
　

メ
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ス

岡
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職
業
ス
ト
レ
ス
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

職
業
ス
ト
レ
ス
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

い
る
。
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
こ
の
世
代
へ

の
社
会
的
圧
力
の
ひ
ず
み
を
感
じ
さ
せ
て
い

る
。

　

職
業
ス
ト
レ
ス
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
究

極
的
な
影
響
結
果
と
し
て
社
会
的
に
現
れ
る

の
は
、
精
神
的
障
害
へ
の
労
災
認
定
で
あ
ろ

う
。
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
（
心
理
的
負
荷
）
が

原
因
に
よ
る
う
つ
病
や
自
殺
の
労
災
認
定
数

は
、
０８
年
度
、
２
６
９
人
（
う
ち
自
殺
６６
人
）

で
過
去
１０
年
伸
び
続
け
最
大
と
な
っ
て
い
る

（
厚
生
労
働
省
、
２
０
０
９
）。
認
定
の
陰
に

は
そ
の
３
〜
４
倍
の
請
求
件
数
が
隠
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。本
年
４
月
に
厚
生
労
働
省
は
、

職
業
人
が
精
神
障
害
な
ど
に
な
っ
た
場
合
の

労
災
認
定
の
判
断
基
準
と
な
る
「
心
理
的
負

荷
に
よ
る
精
神
障
害
等
に
係
る
業
務
上
外
の

判
断
指
針
（
以
下
判
断
指
針
と
い
う
）」
を

見
直
し
、
改
正
し
た
。

　

わ
が
国
で
職
業
ス
ト
レ
ス
を
精
神
障
害
等

の
原
因
と
み
な
し
て
労
災
と
判
断
す
る
こ
の

指
針
は
、
９９
年
に
初
め
て
策
定
さ
れ
た
。
こ

の
た
び
１０
年
ぶ
り
に
判
断
指
針
の
見
直
し
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
企
業
に
お
け
る
組
織
の

再
編
（
リ
ス
ト
ラ
）
や
そ
れ
に
伴
う
人
員
の

削
減
等
の
実
施
、
能
力
主
義
・
成
果
主
義
の

導
入
な
ど
、
働
く
環
境
の
急
激
な
変
化
が
あ

る
。
そ
の
結
果
、
業
務
の
集
中
化
に
よ
る
過

重
ス
ト
レ
ス
、
職
場
で
の
ひ
ど
い
い
じ
め
に

よ
る
対
人
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
新
た
な
職
業
ス
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ト
レ
ス
が
生
じ
た
と
い
え
る
。

　

判
断
指
針
の
見
直
し
で
は
、
従
来
の
ス
ト

レ
ッ
サ
ー
項
目
（
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る

出
来
事
）に
新
た
に
１２
項
目
が
追
加
さ
れ
た
。

主
な
追
加
項
目
は
「
ひ
ど
い
嫌
が
ら
せ
、
い

じ
め
、
ま
た
は
暴
行
を
受
け
た
」（
ス
ト
レ

ス
強
度
・
大
）、「
達
成
困
難
な
ノ
ル
マ
が
課

さ
れ
た
」（
ス
ト
レ
ス
強
度
・
中
）、「
複
数

名
で
担
当
し
て
い
た
業
務
を
１
人
で
担
当
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」（
ス
ト
レ
ス
強
度
・
中
）、

「
違
法
行
為
を
強
要
さ
れ
た
」（
ス
ト
レ
ス
強

度
・
中
）
な
ど
で
あ
る
（
厚
生
労
働
省
・
職

場
に
お
け
る
心
理
的
負
荷
評
価
表
の
見
直
し

等
に
関
す
る
検
討
会
、
２
０
０
９
）。

　

上
記
の
判
断
指
針
の
考
え
方
は
、
多
数
の

ス
ト
レ
ッ
サ
ー
項
目
か
ら
な
る
心
理
的
負
荷

評
価
表
（
ス
ト
レ
ス
出
来
事
リ
ス
ト
と
そ
の

強
度
評
価
）
を
用
い
る
も
の
で
、
ホ
ー
ム
ズ

と
ラ
ー
（H

o
lm
e
s &
 R
a
h
e
, １９６７

）
が
提

唱
し
た
ス
ト
レ
ス
・
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
法
に

依
拠
し
て
い
る
。
つ
ま
り
職
業
生
活
に
お
い

て
経
験
す
る
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
出
来
事
（
イ

ベ
ン
ト
＝
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
）
を
多
く
経
験
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
人
は
心
身
の
健
康
を
害
し

や
す
く
な
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
理
論
で
あ

る
。
先
に
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
の
追
加
項
目
例
で

示
し
た
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
出
来
事

は
そ
の
種
類
・
内
容
に
よ
っ
て
心
身
に
与
え

る
影
響
度
（
強
度
）
は
異
な
る
。
出
来
事
毎

に
一
定
の
基
準
で
重
み
づ
け
さ
れ
た
強
度
の

累
積
が
一
定
量
を
超
え
る
イ
ベ
ン
ト
数
を
経

験
す
る
と
、
健
康
を
害
す
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
ス
ト
レ
ッ
サ
ー

と
健
康
の
因
果
関
係
を
規
定
す
る
の
は
ス
ト

レ
ッ
サ
ー
の
み
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も

両
者
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
信

頼
性
と
妥
当
性
の
あ
る
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
尺
度

を
用
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ス
ト
レ
ッ
サ
ー
と
健
康
の
関
連
が
指
摘
さ

れ
な
が
ら
も
、
両
者
の
相
関
は
と
き
お
り
低

い
場
合
も
み
ら
れ
（
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
出
来

事
と
病
気
の
相
関
は
、
.２０
〜
.７０
の
範
囲
に
あ

る
）、
何
ら
か
の
調
整
変
数
（
関
係
を
強
め

た
り
弱
め
た
り
す
る
変
数
）や
媒
介
変
数（
ス

ト
レ
ッ
サ
ー
の
影
響
の
伝
達
を
担
う
変
数
）

が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え

ば
、
同
じ
会
社
の
同
じ
仕
事
に
就
く
２
人
が

解
雇
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
２
人
は
同
レ
ベ
ル

の
職
業
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
曝
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
が
こ
の
解
雇
を
転
職
の
好
機

と
み
な
し
、他
方
は
不
運
と
み
な
す
な
ら
ば
、

前
者
の
ス
ト
レ
ス
反
応
は
低
く
、
後
者
の
ス

ト
レ
ス
反
応
は
高
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

Ｓ（
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
）↓
Ｏ（
生
活
体
）↓
Ｒ（
ス

ト
レ
ス
反
応
）
モ
デ
ル
に
お
け
る
、
生
活
体

Ｏ
が
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と

め
る
か
、
そ
の
評
価
（
認
知
過
程
）
に
焦
点

を
置
い
た
の
が
ラ
ザ
ル
ス
と
フ
ォ
ル
ク
マ
ン

（L
a
za
ru
s &
 F
o
lk
m
a
n
,１９８４

）
で
あ
る
。

本
稿
で
は
ラ
ザ
ル
ス
の
認
知
過
程
に
つ
い
て

言
及
し
な
い
が
、
ス
ト
レ
ス
と
健
康
の
関
連

を
調
整
し
て
い
る
個
人
差
変
数
は
認
知
過
程

の
影
響
を
介
し
て
働
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ス
ト
レ
ス
反
応
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
や

り
方
で
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
を
評
価
し
や
す
い
個

人
が
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ス
の
影
響

を
受
け
や
す
い
性
質
、
つ
ま
り
ス
ト
レ
ス
へ

の
脆
弱
性
（v

u
ln
e
ra
b
ility

）
は
人
に
よ
っ

て
異
な
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
関
連
の
脆
弱

性
に
影
響
を
与
え
て
い
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

な
ど
の
個
人
特
性
（
ハ
ー
デ
ィ
ネ
ス
）、
お

よ
び
個
人
の
外
部
に
あ
る
心
理
的
・
物
質
的

資
源
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
）
に
つ
い
て

述
べ
て
み
る
。

■
ハ
ー
デ
ィ
ネ
ス

　

ハ
ー
デ
ィ
ネ
ス
（h

a
rd
in
e
ss‥

心
理

的
頑
健
さ
）
は
シ
カ
ゴ
大
学
の
コ
バ
サ

（K
o
b
a
sa
,１９７９

）
の
提
唱
し
た
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
特
性
で
あ
る
。
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
遭

遇
し
た
と
き
、
適
応
性
に
つ
い
て
の
解
釈
を

行
う
傾
向
を
表
す
も
の
で
、
３
つ
の
相
互
に

関
連
の
あ
る
要
素
、「
出
来
事
に
対
す
る
自

分
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
」、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

点
か
ら
も
の
ご
と
を
見
る
傾
向
」、「
状
況
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
」
か
ら
な
り
、
ス
ト

レ
ス
へ
の
抵
抗
資
源
と
な
る
。
ハ
ー
デ
ィ
ネ

ス
の
高
い
人
は
低
い
人
に
比
べ
病
気
に
な
る

率
が
有
意
に
少
な
い
。
こ
れ
は
ス
ト
レ
ッ
サ

ー
に
対
す
る
個
人
の
認
知
的
評
価
や
対
処
行

動
を
、
脅
威
か
ら
楽
観
的
な
評
価
へ
、
ま
た

逃
避
か
ら
果
断
な
行
動
へ
と
変
換
さ
せ
る
対

ス
ト
レ
ス
へ
の
脆
弱
性
と
対
処

ス
ト
レ
ス
へ
の
脆
弱
性
と
対
処
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巻頭言   

処
を
と
る
こ
と
が
功
を
奏
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ハ
ー
デ
ィ
ネ
ス
の
低
い
人
は
、
外
圧
に

直
面
す
る
と
無
気
力
に
な
り
、
変
化
の
な
い

状
態
を
望
み
、
成
長
す
る
か
否
か
の
自
覚
が

な
く
、
自
分
の
周
囲
は
退
屈
で
意
義
が
な
く

脅
威
的
で
あ
る
と
感
じ
、
環
境
と
の
関
わ
り

合
い
に
消
極
的
な
タ
イ
プ
で
、
ス
ト
レ
ス
へ

の
脆
弱
性
を
増
大
さ
せ
る
。

■
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
（social support

）

は
、
個
人
が
取
り
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
成

員
間
で
、
個
人
の
安
寧
を
増
進
さ
せ
る
意
図

で
交
換
さ
れ
る
心
理
的
、
物
質
的
資
源
を
い

う
。
個
人
の
外
に
あ
る
資
源
だ
が
、
個
人
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
そ
れ
を
活
用
す
る
こ

と
で
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
へ
の
有
効
な
抵
抗
資
源

と
な
る
。
資
源
は
、
情
緒
的
サ
ポ
ー
ト
（
共

感
し
た
り
、
信
じ
て
あ
げ
た
り
す
る
こ
と
）、

手
段
的
サ
ポ
ー
ト
（
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
、

お
金
や
物
を
貸
し
た
り
す
る
こ
と
）、
情
報

的
サ
ポ
ー
ト
（
課
題
解
決
の
た
め
の
必
要
な

情
報
や
知
識
を
与
え
る
こ
と
）、
お
よ
び
評

価
的
サ
ポ
ー
ト
（
仕
事
の
成
果
に
適
切
に
評

価
を
与
え
る
こ
と
）
か
ら
な
る
（H

o
u
se
,

１９８１

）。　

　

あ
る
有
名
な
役
者
さ
ん
の
話
だ
が
、
い
つ

で
も
幕
が
上
が
る
ま
で
は
ひ
ど
く
緊
張
し
て

い
る
。
一
番
の
薬
は
幕
の
上
が
る
直
前
ま
で

付
き
人
等
か
ら
〝
あ
な
た
の
演
技
は
日
本

一
〞〝
い
つ
も
素
晴
ら
し
い
〞
と
誉
め
あ
げ

て
も
ら
う
こ
と
だ
と
い
う
。
ま
さ
に
情
緒
的

サ
ポ
ー
ト
を
得
て
心
の
安
寧
（
ス
ト
レ
ス
低

減
）
を
図
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

上
司
や
同
僚
か
ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ

ー
ト
が
職
業
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
の
精
神
的
健
康

（
抑
う
つ
状
態
、
イ
ラ
イ
ラ
感
）
へ
の
影
響

を
軽
減
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
特
に
職
場
の
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
が

低
い
場
合
よ
り
も
高
い
場
合
に
そ
の
効
果
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
効
果
を
ソ

ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
緩
衝
効
果
と
呼
ん
で

い
る
。
他
者
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
資
源
を
得
ら

れ
に
く
い
人
は
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
脆
弱
性
が

高
い
と
い
え
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
全
産
業
１
万
４
０
０
０

事
業
所
か
ら
抽
出
し
た
労
働
者
約

１
万
８
０
０
０
人
を
対
象
に
行
っ
た
、
平
成

１９
年
労
働
者
健
康
状
況
調
査
（
２
０
０
８
）

に
よ
れ
ば
、
仕
事
や
職
業
生
活
の
ス
ト
レ
ス

に
つ
い
て
「
相
談
で
き
る
人
が
い
る
」
と
す

る
者
の
割
合
は
８９
・
７
％
と
高
く
、
男
女
差

は
少
な
い
。
具
体
的
な
相
談
相
手
（
複
数
回

答
）
は
、
家
族
・
友
人
（
男
８１
・
４
％
、
女

９１
・
２
％
）
や
上
司
・
同
僚
（
男
６７
・
４
％
、

女
６２
・
８
％
）
を
あ
げ
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
年
齢
別
に
み
る
と
家
族
・
友
人
を
あ

げ
る
割
合
に
年
齢
差
は
な
い
が
、
同
僚
・
上

司
を
あ
げ
る
割
合
は
２０
歳
代
・
３０
歳
代
の
若

い
層
に
高
い
（
７０
％
台
）。
同
僚
・
上
司
か

ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
有
効
に
活
用

し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

終
わ
り
に
あ
た
り
、
従
業
員
の
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｅ
Ａ
Ｐ
）
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

職
業
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
へ
の
抵
抗
力
を
強
め
る

た
め
に
、
近
年
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な

ど
自
助
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
ス
ト
レ
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
る
。
大
事
な
こ
と
は
、
仕
事
の
ス

ト
レ
ス
の
効
果
的
な
低
減
や
予
防
に
は
、
個

人
要
因
と
組
織
要
因
の
両
方
を
取
り
込
む
介

入
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
個
人
側
の
努
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

だ
け
で
は
な
く
、
職
場
環
境
側
に
あ
る
ス
ト

レ
ス
発
生
源
の
低
減
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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